
後志高齢者保健福祉圏域連絡協議会設置要綱 
（目的） 
第１条 老人保健福祉計画・介護保険事業計画に関し、作成、調整及び推進を図るため、後志高齢者保健

福祉圏域連絡協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 
 
（協議事項） 
第２条 協議会は、次の事項について協議する。 
（１）  市町村老人保健福祉計画・介護保険事業計画の作成及び推進に関すること。 
（２）  保健・医療・福祉の連携及び推進に関すること。 
（３）  特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、介護老人保健施設及び介護医療院の整備並びに特定施設

入居者生活介護の指定に係る後志高齢者保健福祉圏域（以下「圏域」という。）調整に関すること。 
（４）  その他、協議会の目的達成のため必要と認められること。 
 
（組織） 
第３条 協議会は、次の各号に掲げる委員で構成し、委員長は後志総合振興局保健環境部社会福祉課主幹

の職にある者を充てる。 
（１）  市町村老人保健福祉及び介護保険主管課長（又はその相当職） 
（２）  後志広域連合介護保険主管課長（又はその相当職） 
（３）  後志総合振興局保健環境部社会福祉課主幹 
（４）  小樽市保健所保健予防主管課長（又はその相当職） 
（５）  後志総合振興局保健環境部保健行政室企画総務課企画主幹 
（６）  後志総合振興局保健環境部岩内地域保健室企画総務課企画主幹 
（７）  その他協議会の運営に必要と認められる者 
 
（会議） 
第４条 協議会は、必要に応じて委員長が招集する。 
２ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する後志総合振興局保健環境部保健行政室企画
総務課企画主幹がその職務を代理する。 

３ 療養病床から特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護医療院及び特定施設入居者生活介護への
転換に関することについては委員長が専決し、その結果を各委員へ報告することをもって代えることが
できる。ただし、一般病床からの転換を伴う場合などを除く。 

４ 介護老人保健施設の整備及び介護医療院の指定に係る圏域調整を行う場合は、郡・市医師会に意見を
求めることとする。 

５ 協議会における協議結果は、「保健医療福祉圏域連携推進会議」に報告するものとする。 
 
（庶務） 
第５条 協議会の庶務は、後志総合振興局保健環境部社会福祉課及び企画総務課において行い、事務局は

後志総合振興局保健環境部社会福祉課に置く。 
 
（雑則） 
第６条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、委員長が会議に諮って定める。 
 
 附  則 
この要綱は、平成５年５月１４日から施行する。 
 附  則 
この要綱は、平成９年９月５日から施行する。 
 附  則 
この要綱は、平成１０年５月１８日から施行する。 
 附  則 
この要綱は、平成１１年５月１４日から施行する。 
 附  則 
この要綱は、平成１２年６月２０日から施行する。 
 附  則 
この要綱は、平成１８年５月１８日から施行する。 
 附  則 
この要綱は、平成２１年３月３０日から施行する。 
  附  則 
この要綱は、平成２３年３月２８日から施行する。 
附  則 

この要綱は、平成２６年８月２９日から施行する。 
附  則 

この要綱は、平成３０年８月１７日から施行する。 
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